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A 102　　月干にh-iii 糖代團調節の宋養学的研究

　　　　福山曙の星学院　松本史子< 広島叉・竿校教冑　望月7 いで,

　　　　広島大・紋負　ｏ平則左喜子，三戸昭，

　目的　埓代:剛は神経あ・いしモン細:よ，7調節刊卸きn iいづこI は.　丿)靫年間

にねTにIfくの研?? i:よ，Tt正明.+ れ7 きrこ. 支部會にろ･い7 , ia糖il, i -又･ノい

ノIしzどネフ7 べ,｀i"の閲it桂にっい７報きしrこカヘ更に引さ続い7 研究I進め1 きμ。

すな｀わら,耐糖柱<n 低下し７いｊ人みよび肥渦傾向にあi人I; つい7 , 正帛者とのＭにあヽ

けi そn らの左異にっいて報告!
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　き靖　正常考，耐耕桂。低下し11' i

糖濃度，血４イしz 'じ･ in.清ノ)l L t

の間ii桂につい7 tJいた。
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　幼i.　1 . 耐精桂のit. IしT Iり人にｰﾝい7、r’Iし］- ス縫□ 投予俊血中濃度は、イ2･

又リし<r) f’- フは正字考に況して叶間的にilれi : I:が認められtこ．勿論、血中7' IL 〕-

入のt' － フお･よ叶農度の上昇t iiれi : I が腿､釣られた。　2.肥満i≪|向の人につい了は

血中イしスリし農度・ど- 7 が正常者に比しＤ

3 .正業考におい7 は, r Iしコ- 入の経a 投与によ．1 1 ＼i工じネフリ-;農度のど~ 7 r

認めらしれr: ,　4-.正業念のr iL］- Xの紆注におヽ1' 1 も経口役与と同1.-･傾向r i?.､められ
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ス（投4- ) は血中I iLエC ^ 7 '）しおよぴ゛イこ･ス･Iン分泌

栄養摩の立場ヵ' S食物植松のt長と考えいヽこり-: I s^。了

殼乙部昌万言マゴ摩ﾕa＆な>，一心福/瞳μつヽヽて

曰々医'r臨珠験登　　　　　申^弗え　　　　曰.'トli ^臨泗食食　　　　　中^多気

　我い各前回，■等禧物<≫ ma.i'-ACAMLぞやりよI) μ^iirUMむi 尹'l スター気球曾v的,こ単一Iこ

踊製し，CH3CHﾌの良量浹として, 採散-A を改良し尺ものhi

3
/
ぶねあ・－ふ一乙Iこ対し埓腱を示I Tりく/ 屑～－W.,> iすi マ，む舌柱１示さなダつｱﾌこと，

ｽﾞｰこの鵬赤･j ^r,'meini●々加労£ifi^＆^i^l舌椋□いてヽヽi こir を報告[ 尺．こ・ヽ専業･^.

今3. -v報告いμマいろ動狗起源・携秀と15異乙ヽつμこめ相遠め原図15, 祷索唱旅丿良＼i.

(> よるので(5 なヽヽヵ｀とﾇA-ﾌ必ゐこi: かう. あ琴破物I- おヽヽてI a ･mm沁./^etL-ふ？ .動物？'

･i r泌ムM/r- およ八μμ /,･v^r- 。それそヽtぺ・よ清凌5: , 5Z.訊≪i-di^忿桂卜っヽヽ-? ･3 .

ご佑ご゛の定量i 拡散ほり見-t.ロ" i ベ唯臨(Å), M誂ふ一肩^町LAea^ 漬(緬″一乙"£> ), 尹

リシンの々おば叉森らめさ吠(μ<焼以C)t用ヽヽ-z 出眺検討i μの'で･報告lう.

　a£，屑y'^'，ワ必njとI-'つiヽ て, 丿なみn^oどA, βおよびC の加れを用ヽヽでも，すべてめX.清液に

対tて茜7い峰訃否ﾉ}･生が測衆で? 沁52-, 哩<H々れのお良・呼あにSﾝﾄ4.･おヽf'れのこSわ粍の

i のりっヽヽ1 も一致が見られ尺．

　次{i , がr-u・，i，t^.(･対Lt，a､，μeん泌Sを用ヽ･ たJ易合,・おヽヽてのみ, 全1 のよ一ﾀ青趣にっ

ヽ｀て, aゐがK6●・ぶv乙I: tt L - ･J^^｀'ヵ｀仮多の沼脛ri゛認あらおμ。^ なわラ･なih瓦& で得

らおμo叱咄仇・tuぷ.C-／肩・to・・λ^e.沼/ほtt Iff ， raどlii^e^●妙ぶ．忽μ^ ZvtA･＝り､タ．£'

よび /ma･AJZ-･iiee^と辰，- '写ぷで'あっT< ．こ必ら吋課ヵヽう, μ屎の再現性，あるヽヽ'*支

験峡象測足精隻

影ぷ

うと４乙乙沁ダ略ム芯ム４ダおよびー，心４αぶが／こ

/S μr-e^-，ぶtJL一紀d^＆^.£-μｲi在l なヽヽゐではな｀いヵ｀と手配.冽さ以ろ．


